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新人教育についての一考察
13階東　○佐藤かおり
1　はじめに
　看護婦不足が話題となっている近年、当病棟も例外
ではなく、かなり若年層の看護婦でスタッフが構成さ
れている。その中で新人教育係を、3年目の看護婦が
それを受け負っている。新人よりも少し多く経験があ
るというだけで、スタッフ教育についての専門的な指
導を受けていない私達にとっては、“自分もまた未熟
であるのに充実した教育ができるのだろうか。自分達
の展開で新人はついて来てくれるのだろうか。でも人
がいないから仕方ない。”と不安やとまどいは少なく
なかった。このような状況で教育していかなくてはい
けないという現実がある時、どの様にしたら充実した
教育ができるのかを、平成4年度の新人教育の実際を
振り返り、アンケートや文献を通し、ここで考察する。
2）平成4年度新人教育の実際
月
4月
5月
6月
8月
10月
2月
3月
内 容
教育係が、資料を用いてオリエンテーション・デモン
ストレーヨン（新人は、経験項目チェックリストを使
用、ミット期間中は、ミットノートを活用する。）
新人対象勉強会を進めていく。
新人対象看護研究推進
1ヶ月フ；t’ロー（新人からのレポート、経験チェック
　　リストを中心に係と新人との浸し合いをする）
3ヶ月フホロー（同上）
6ヶ月フォロー（新人は係、1対1で悩み思っている
　　　　　　ことを話す）
新人看護研究発表会（病棟内発表）
12ヶ月フォロー（新人からのレポート、経験チェック
　　　　　　リスト中心）
新人対象の1年間を通してのアンケート調査
係としての振り返りとまとめ
ll実例紹介
1）平成4年度、看護婦の経験年数別スタッフ層
●平成4年度4月
8年目懸2人　（主任含む）
7年目mOM　2人
5年目懸2人
4年目IZZZZZZZZIIZ　5人
3年目IZZZMZM　4人
　　　★このうち3名が新人教育係として活動する。
2年目ZZZZZZimzzmz　6人
　　　（卒後4年目1名含む）
新人mzzzzzmzvazzizzzzm　9人
　　　（已後6年目1名、4年目1名含む）
パート盟1人
●最も若年層であった平成4年度12月
8年目盟1人（主任含む）
5年目IMZZi　2人
　　　（11月から他病棟より移動者1名、3月退職決
　　　　定者1名）
3年目IZZZZZZZZZ　4人
2年目IMZZZiZZZZZZZ　6人
新人zzzzzzzzzzzmzzzzmz　9人
前ート［ZZZZ　2人
3）スタッフ層が充実していた時の新人教育の実際
　　（S62年～平成3年までの新人教育の記録より）
①S62年4月より専属アドバイザーを設定していた。
〈専属アドバイザーの役割と条件〉
・経験4年目以上のNS。
・一N間を通してのミットをする。
・仕事上困ったこと、私生活の上でも相談役になる
・適宜面接をしてフォローしていく。
〈長所〉
・質問しやすかった。
・心強かった。
・話し合いながら評価すると、お互い理解が深まった
・その日のミット者と、専属アドバイザーとのコンタ
　クトにより、新人の理解が深まった。
〈短所〉
・専属アドバイザーと直接業務の上でのミットが少な
　く評価する上でわかりにくい。
・評価する時間が会わなかった。
・もっと積極的に言えば良かった。
②その他、勉強会、経験項目チェック表（S63改正）
　の使用に関しては平成4年度と相違ない。
　（内容的には、その年度によりいろいろ工夫されて
　いた。ope見学、ビデオ鑑賞をもとにしての勉強
　会etc．．）
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4）12月の新人対象のアンケート結果
ここでは、特に研究材料として「4・3ヶ月毎のフォ
ローについて」のみ、詳しく挙げることにする。
1．オリエンテー　2．勉強会について
ションについて　①Dr講義　　②NS講義
普通
33％　　　良かった
　　67％
lnl％
　・良かった
89％
普通
44％　’良かった
　　　56％
3．チェックリスト・ミットノートについて
①チェックリスト　　②ミットノート
二二き
なかった　　活用できた
50％　1　50％
蝋1織
活用でき　かった　　“活用できた
　iiXk“”　67％
4．3ヶ月毎フォローについて
役に立った
100％
●就職して3ヶ月間は特に大変で、レポート等がない
限り振り返る余裕がなかったので良い。話し合いも
良かったが、深い話し合いができない。
●レポートを書くことで心の整理ができ、前向きに頑
張ろうと思えた。教育係との話し合いも悩んでいる
事を聞いてもらったりしてとても有効だった。もっ
と時間を多くとれたら良かった。
●3ヶ月毎フォローは、毎日が不安だっただけに話し
合いはとても励みになった。
●教育係の人と話し合った時は、なんとなく肩の重み
がとれた様に思った。1対1でやったのが良かった。
●決まった日だけでなく、“何か困ってることはない
　？”と声をかけてもらえたので、すぐ相談できると
思い、安心することもできた。
5．看護業務のミットについて
6．看護研究について
7．その他
　5～6は、意見・感想・要望であり、ここでは省略する。
皿　考察
　教育とは、年令が上だから、経験があるから、知識
が充実しているからといって成り立つものではなく、
又、上の者が下の者にという特定した方向性である訳
でもないと考える。私達は、教育刑として、活動を始
める時、又それを展開していく中でも様々な不安やと
まどいを持ち続けながら進めて来たように思う。従来
は、新人1人1人に4年目以上のNSが専属アドバイ
ザーとなり、機会を設けフォローしてきた。当時の新
人の感想としては、専属アドバイザーがいるとなんで
も相談できる先輩として心強い……等が主に挙げらて
いた。しかし平成4年度は、人数的にもスタッフ層か
らみても、4年目以上のNSは、主任を含め3人（4月
は11人であったが、既に退職が決定していた者を除く
為）であった為かなり状況は厳しいものであった。そ
こで、専属アドバイザーとして特定せず、新人教育3
人が、新人9人をフォローしていくという方向性で進
めた。青柳氏1）は、「人の観察には、誰からみても同
一であるという客観的側面と観察者により異なる主観
的側面がある。この場合、客観的にとらえることが最
も肝要なことである。」という。複数の目で、しかもス
タッフ層が若年である場合、学識、経験それと相手を
見る素質の様なものが偏ってしまいがちである。これ
を効果的に進めていく為には、細心の配慮が必要であ
り、特に緊張、不安の強い新人に対してはさらに慎重
な態度で臨まなければならないと考える。6ヶ月フォ
ローでは、係と新人1対1の話し合いを組み入れてみ
た。看護に対する不安、体制についての不安、医師と
コンタクトがうまくとれないことでのストレス、先輩
NSが辞めていくことでの不安、今後の課題など様々
の内容で話し合うことができた。これに対し、アドバ
イスできた点もあったが、自分も同じ様な不安を持っ
ていると感じる事も少なくなった。さらに不安や課題
・要求を知る事で、それまでとは違う側面から新人を
理解することができた。かなり不遜であるが、私達が
教育する立場で、新人の教育される立場というのは、
つまり、人間と人間との関係であり、相互に影響しあ
うことを改めて痛感できる。緑川2）は、　「教育は煎じ
つめると指導者とその対象との人間関係の問題です。
人間関係を深める手立てには、色々考えられますが、
究極的には教育愛などと昔から云われてきた。人間同
士としての誠意の問題に帰するものといえましょう。」
と述べている。私達は、教育係として新人に威圧を感
じさせたりせず、共に歩む姿勢で導くことが望ましい
と考える。そしてそこに私達教育係としての成長もあ
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り得るはずである。12ヶ月フォローでは、教育係の振
り返りとして新人対象のアンケートを行った。対象の
理解を深める方向として、効果的であり、又自分自身
の問題として受けとめ、さらに追体験できたと思う。
以上の様に、3ヶ月毎のフォローを振り返ることがで
きたが総合的にみると、新人のレポートや話し合い、
又不安・とまどいを持ちながらの教育係の活動を通し、
与えると同時に多くのものを与えられ、もしかすると、
後者の比重の方が大きいのではないかと感じている。
私達教育係としては、以上に考察した様に謙虚に学ぶ
姿勢を大切にすると共に、自分の人間性や能力を常に
反省し、その意志と努力から自然に相手を教育する自
信や自尊心の斜なものが生まれてくるのだと思う。そ
して、周囲の人もその姿勢を持つ者を望ましい教育者
として評し、これも又自信につながっていくものだと
思う。大坪氏3）は、　「教育する者は、自己変革を図る
努力を絶えず怠ってはならない」といい、そのポイン
トを次の7項目に挙げている。
①自分のやっていることが、果たしてこれでよいのか
　ふり返る。
②自分のやっていることと、言ってることが一致して
　いるか。
③教育する者をかわいがっているか。
④「あなたのため」と言っているが、自分本位の感情
　から発していないか。
⑤相手を本当に理解しているか、あるいは理解しよう
　としているか。
⑥自分の努力や指導の力量不足を他のせいにしていな
　いか。
⑦職を離れた1人の人間としてのあり方、生き方を伝
　えているか。
3年目のNSが新人の教育係として不安やとまどいを
持つ原因としては、知識と経験不足が大半であった。
しかし、それらを備えておくと同時に、1人1人、人
間同士の関わりあいを大切にしていくことが、私達の
不安を軽減させる一番の近道であると考える。そして
大坪氏のいう自己変革を図る努力を倣っていきたい。
r1おわりに
　今回は、若年層のスタッフ構成の中で、　“教育”に
着眼し、研究を試みた。平成5年度、当病棟では10名
の新人を迎え再び3年目のNSが、新人教育をすすめ
ている。今後も益々若年層が予測され、看護体制・記
録と見直されている今、教育も同時に検討していかな
くてはいけない課題であろう。
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